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対象は、B 大学教育学科、平成 27 年度第１











































































































２）５月30日 21:35 １細胞の卵 
 卵の大きさは約 150μで、黒く球形。受精膜は
ない。 


























































































































１）６月１日 21:45 オカメミジンコの孵化 
２）６月１日 21:50 孵化から５分後 体長0。6mm 
３）６月２日 初めての脱皮後  体長0.75mm 
４）６月３日 ２回目の脱皮後  体長0.95mm 
５）６月４日 ３回目の脱皮後  体長1.5mm 
        
６）６月６日 ４回目の脱皮後 体長1.75mm 







    
 
    
     
７）６月８日 ５回目の脱皮後  体長2.0mm 
  23個の卵を持つ。 
 
    
 
８）６月９日 ６回目の脱皮後  体長2.1mm 





９）６月11日 ７回目の脱皮後  体長2.2mm 
36個の卵を持つ。 
     
10）６月13日 8回目の脱皮後  体長2.3mm 











11）６月15日 ９回目の脱皮後  体長2.4mm 
   48個の卵を持つ。 
12）６月16日 10回目の脱皮後  体長2.5mm 
   42個の卵を持つ。 
13）６月19日 11回目の脱皮後  体長2.55mm 
   38個の卵を持つ。 
14）６月21日 12回目の脱皮後 体長2.6mm   
34個の卵を持つ。 
      
    




15）６月24日 13回目の脱皮後  体長2.65mm 
   33個の卵を持つ。 
16）６月27日 14回目の脱皮後  体長2.7mm 
   25個の卵を持つ。 
17）６月30日 15回目の脱皮後  体長2.75mm 
   21個の卵を持つ。 
18）７月３日 16回目の脱皮後  体長2.8mm 
２個の卵を持つ。 
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6/6 4 1.75 16
6/7 1.75
6/8 5 2.0 16 23
6/9 6 2.1 23 30
6/10 2.1
6/11 7 2.2 30 36
6/12 2.2
6/13 8 2.3 36 43
6/14 2.3
6/15 9 2.4 43 48
6/16 10 2.5 48 42
6/17 2.5
6/18 2.5 42
6/19 11 2.55 38
6/20 2.55
6/21 12 2.6 38 34
6/22 2.6
6/23 2.6 34
6/24 13 2.65 33
6/25 2.65
6/26 2.65 33
6/27 14 2.7 25
6/28 2.7
6/29 2.7 25
6/30 15 2.75 21
7/1 2.75
7/2 2.75 21
















































































































































ミ 20℃の水 300 26℃
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